
                          2021年７月 21日 

京都府知事 西脇隆俊 様 

 

大戸川ダム建設を盛り込んだ「淀川水系河川整備計画（変更案）」への 

「賛同」に抗議し、撤回を求める 

日本共産党京都府会議員団 

団長 原田 完 

 

昨日西脇知事は、「淀川水系河川整備計画（変更案）」の意見照会に対して、

大戸川ダム建設推進の立場を明確にした回答を行った。わが党議員団は、厳し

く抗議し、撤回を求めるものである。 

そもそも大戸川ダムは、2008 年の４府県知事合意にもとづき、淀川水系流

域委員会が「効果は限定的」と答申し、国は事業を凍結していたものである。 

今回、大戸川ダム建設に大きく舵を切った理由に、「相次ぐ豪雨災害や気候変

動に伴う、今後の雨量増加などを背景」としているが、流域治水の対策が進

められる中、大戸川ダムの京都府への事業効果も明確ではなく、被害想定な

どの精査も不十分なまま、ダム建設を推進することは許されない。 

さらに、国は、総事業費 1080 億円（うち京都府負担 129 億円）について増

額の可能性が高い事を明らかにしており、府民の説明もなく進めることは問

題である。 

大戸川ダムの建設でなく、堤防強化や森のダム、田んぼダム、遊水池、「ゆ

っくり流す」河川整備、避難施設・体制充実など、真の「流域治水」の実現

をめざすべきである。 

 

以上 

 


